
地方創生ＳＤＧｓ課題解決モデル都市提案書（提案様式1）

記載時の留意事項
（提出時は削除）

資料8

1.地域概要

3．施策と
効果

4．専門家

・地域の概要（人口・立地・歴史的背景・主要産業など）について記述。
・自治体の将来ビジョン（SDGsの理念との整合性など）について記述。
・人口減少など、全国的な課題は概要として記述。

・将来ビジョン達成のためのこれまでの自治体での取組について記述。
・現在実施・計画している事業、過去の成功例や失敗例などについて記述。

・「取組」を受けて、表出している自治体独自の課題を記述。
（成功例をさらに伸ばすことや失敗例を改善することなどを念頭に置く）

・「課題」を解決するための施策、それに伴い期待される効果について記述。
・17のSDGsのゴールのうち、特に該当するアイコンを選択

・「課題」の解決を手助けし、「3.施策と効果」の実現に資すると考える
専門家について記述。

5．経費見込 ・人材（専門家）を活用するために必要な委託料や諸経費について記述。

2.

現
状
分
析

取組

課題

１p
以内

２p
以内

２p
以内

２p

１p

※過度に冗長な表現を避け、全体で8ページ以内を目安に作成してください。（項目をまとめ、６ページ以下の提出も可）
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1．地域概要

自治体名 1/ｎ

※留意事項に沿って記述してください。

※ 簡潔に、1ページ以内で記述してください。



2．現状分析（取組・課題）
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※留意事項に沿って記述してください。

自治体名 2/ｎ

※将来ビジョン達成のためのこれまで取組や経済・社会・環境の3側面の
取組などについて記述してください。

※簡潔に、現状分析は合わせて2ページ以内で記述してください。

※深刻度、喫緊度、共通性・モデル性のある課題を記述してください。



3．施策と効果

※17のゴールのうち、一つ以上を選択してください。

目標とするゴール ※ゴールアイコンを選択
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※簡潔に、2ページ以内で記述してください。

自治体名 3/ｎ

※留意事項に沿って記述してください。

※実施する施策がSDGsにおける３つの側面（経済・社会・環境）の
いずれに該当するか記述してください。
また、将来的な各側面の連関について記述してください。



4-1．専門家が行う業務
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※課題解決に向けた専門家の役割と業務内容及び地方自治体との連携内容に
ついて具体的に記述してください。

●専門家の役割と業務内容

●地方自治体との連携内容

※専門家への一括委託にならないよう、地方自治体の業務内容を記述してください。

自治体名 4/ｎ



4-2．指定する専門家の情報

※専門家の氏名を記述してください。

4-4．当該専門家の経歴及び実績 ※自ら専門家を指定する場合のみ記載

4-3．専門家への承諾有無

※承諾有もしくは無し
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自治体名 5/ｎ



5．経費見込 合計
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項目 詳細 費用（円）

専門家にかかる費用

（例）人件費
（〇〇〇円×〇〇日＝〇〇〇円）

○○〇円

（例）旅費
（宿泊費：〇〇〇円×〇〇日＝〇〇〇円）
（交通費：〇〇〇円 区間など）

○○〇円

事業に係る費用

※年度内に事業を
実施する場合に記載

（例）試行的取り組み ○○〇円

（例）その他運営費
○○〇円

積算根拠（別紙の添付も可）

（例）試行的取組について
〇〇〇
〇〇〇

円

自治体名 6/ｎ
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